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診療技術部門新人教育プログラム 

Ａ．初年度カリキュラム 

4 月 1 日採用時に約一週間の新入職員研修があります。全職種共通ですが診療技術部門は

そのうち 2日間参加していただきます。 

１． 新入職員研修２日間の主な内容（診療技術部門） 

新入職員研修（診療技術部門）共通 

医療安全、感染対策の初期講習（全職種共通） 

医療安全管理室、感染対策室の専従スタッフからインシデント、アクシデント発生時の対

応や感染性廃棄物の取り扱い、針刺し事故時の対応などの講義を受けます。 

患者の急変対応（診療部各科室共通） 

患者急変時の応急処置、応援スタッフの要請などの実習を受けます。 

電子カルテの操作説明（診療部各科室共通） 

電子カルテの基本操作と各科室独自のシステムの操作をシステムエンジニアから説明し

てもらいます。 

２． 各科室の基本業務の習得 

初年度の約半年間から 1年間かけて一人で当直業務ができるように実際業務の修練に努め

てもらいます。 

臨床工学科教育プログラム（初年度） 

期間 内容 

4 月上旬 新入職員研修（2日程度） 

4月～6月（隔週） 透析業務（ベーシック） 

4月～6月（隔週） 心臓カテーテル業務（ベーシック） 

7 月～ ME 機器管理 

7 月～ 透析業務（ベーシック～アドバンス） 

7 月～ 心臓カテーテル業務（ベーシック～アドバンス） 

7 月～ 特殊血液浄化業務 

7 月～ モービル CCU 業務 

10 月～ 待機業務開始 

10 月～ 外来ペースメーカ関連業務 

10 月～ 在宅呼吸器関連業務 

10 月～ 救急室業務 

10 月～ OP 室機器管理業務 

1 月～4月 当直業務開始 

3 月 人工心肺業務もしくは消化器内視鏡業務など特殊専門業務の選定 
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３． 臨床研究、業績作りの教育 

研究テーマの立案、患者データの分析、個人情報保護などについて院内・院外 

講師の指導を受けます。 

４．  各科室において臨床研究や各種研究会での発表に向けていろいろな研鑽を積んでもらい

ます。尚、初年度期末の成果発表会で新入職者の 1年間の業務報告を発表してもらいます。

（各科室共通） 

 

Ｂ．２年度以降の研修のカリキュラム（各科室） 

   初年度研修終了後各科室で複数の業務をローテーションしたり、特定の専門業務の習得に努

めてもらいます。 

2 年次以降 

4 月以降 特殊専門業務への従事 

 

Ｃ．各専門領域での認定資格の取得やリーダー研修などのプログラム（診療部共通） 

施設認定や診療報酬加算に必要な資格などは病院全体で必要な人数などを検討し、個人の希

望も考慮し取得に向けた計画を立てます。また各職種の学会などで主催する研修会や国家公務

員共済組合連合会が行う研修会にも参加する機会があります。 

認定資格の種類 認定機関 取得人数 

透析技術認定士 透析療法合同専門委員会 2 名 

不整脈治療専門臨床工学技士 日本臨床工学技士会 2 名 

体外循環技術認定士 

人工臓器学会 

2 名 
日本胸部外科学会 

日本体外循環技術医学会 

日本心臓血管外科学会 

3 学会合同呼吸療法認定士 

日本胸部外科学会 

3 名 日本呼吸器学会 

日本麻酔科学会 

臨床 ME 専門認定士 
日本生体医工学会 

1 名 
日本医療機器学会 

消化器内視鏡技師 日本消化器内視鏡学会 2 名 

医療機器情報コミュニケータ 日本医療機器学会 1 名 

血液浄化専門臨床工学技士 日本臨床工学技士会 1 名 

医療情報技師 日本医療情報学会医療情報技師育成部会 1 名 

日本アフェレシス学会認定技士 日本アフェレシス学会 - 

呼吸治療専門臨床工学技士 日本臨床工学技士会 - 

心血管インターベンション技師 日本心血管インターベンション治療学会 - 

手術関連専門臨床工学技士 日本臨床工学技士会 - 
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Ｄ．学会活動の支援 

 ・学術集会への参加 

 ・研究会等での発表や論文作成指導 

 ・臨床研究の基礎的な指導 

 

発表演題 

演題名 学会・研究会名 年度 

送信モジュールの故障による電波障害にスペ

クトラムアナライザが活用された 1例 
第 23 回近畿臨床工学会 28 

STEMI に対する DTBT の検討 第 23 回近畿臨床工学会 28 

臨床工学科の実態と新棟竣工で得た経験 第 65 回共済医学会 28 

VIVO50の解析機能によりREM睡眠期の肺胞低換気

が改善したⅡ型呼吸不全の一例 

第 26 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学

会 
28 

難治性続発性気胸に対して PCPS 下に両側肺

部分切除を施行した一例 
第 5回河北循環器呼吸ケア研究会 28 

気管切開部からのハイフローセラピーを施行

した 3症例 

第 27 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学

会 
29 

Microsoft Excel を用いた透析記録の有用性 第 24 回近畿臨床工学会 29 

CPAP 解析における波形確認の有用性 
第 28 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学

会 
30 

ハイフローセラピーにおける流量計方式と 

ブロワー方式による流量安定性の検証 

第 28 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学

会 
30 

医療用炭酸ガス微粒子濃度の測定とガスライ

ンフィルターの有用性 
第 67 回共済医学会 30 

気腹装置に用いられるガスラインフィルター

の検証 
内視鏡外科学会 2018 30 

 

 

Ｅ．他施設への研修出向 

  連合会病院を中心に 1年から数年の短期研修に参加していただきます。 


